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見
の
ケ
ー
ス
も
ま
た
民
間
開
発
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
を

転
用
し
約
25
㌶
の
土
地
を
開
発
す

る
大
型
案
件
で
あ
り
（
工
業
用
地

分
譲
案
件
）、
東
京
都
心
か
ら
約

50
㎞
、
関
越
道
や
圏
央
道
の
IC
か

ら
も
至
近
と
い
う
好
立
地
で
も
あ

る
。
土
地
活
用
後
に
想
定
さ
れ
る

経
済
波
及
効
果
や
、
税
収
な
ど
自

治
体
（
吉
見
町
）
に
対
す
る
直
接

的
な
収
入
の
見
込
み
で
い
え
ば
、

む
し
ろ
西
吉
見
の
ほ
う
が
勝
っ
て

い
る
と
も
い
え
る
。
だ
が
西
吉
見

の
開
発
計
画
に
対
し
て
、
町
は
税

金
を
ま
っ
た
く
投
入
し
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
葛
袋
に
対
し

て
は
、
議
会
無
視
で
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
に
２
億
６
千
万
円
の
税
金
投
入

…
。
非
常
識
き
わ
ま
り
な
い
、
こ

の
東
松
山
市
の「
葛
袋
開
発
計
画
」

と
は
、
明
ら
か
に
審
議
会
ま
で
に

再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性

質
の
案
件
だ
。

こ
う
し
た
欺
瞞
的
と
も
い
え
る

「
公
共
事
業
」（
と
は
い
え
実
態
が

民
間
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
は
先

述
の
と
お
り
）
に
は
た
い
て
い
、

そ
の
背
後
で
「
有
力
者
た
ち
」
が

ほ
く
そ
笑
む
。
葛
袋
開
発
計
画
の

背
後
に
は
、
い
っ
た
い
何
が
う
ご

め
い
て
い
る
の
か
。
東
松
山
市
に

隠
然
と
巣
く
う
魑
魅
魍
魎
た
ち
の

姿
を
暴
き
出
し
、
こ
の
開
発
計
画

に
再
考
を
迫
る
ま
え
に
、
も
う
い

ち
ど
「
葛
袋
開
発
計
画
」
の
経
緯

を
詳
細
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

け
た
事
実
は
な
い
。
葛
袋
の
土
地

は
現
在
、
れ
っ
き
と
し
た
大
栄
不

動
産
の
「
商
品
」
な
の
だ
。

土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
本

来
「
自
治
体
側
が
地
権
者
か
ら
そ

の
権
利
に
応
じ
て
土
地
を
提
供
し

て
も
ら
い
（
減
歩
）、
こ
の
土
地

を
道
路
・
公
園
な
ど
の
公
共
用
地

が
増
え
る
分
に
充
て
る
他
、
そ
の

一
部
を
売
却
し
事
業
資
金
の
一

部
に
充
て
る
事
業
制
度
」（
国
土

交
通
省
地
域
整
備
局
市
街
地
整
備

課
）
で
あ
る
は
ず
だ
。
地
権
者
か

ら
「
そ
の
権
利
に
応
じ
て
土
地
を

提
供
し
て
も
ら
う
」
プ
ロ
セ
ス
を

経
る
の
が
通
常
だ
ろ
う
。
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「
葛
袋
開
発
計
画
案
」
を
総
チ
ェ
ッ
ク
！

計
画
の
経
緯
と
開
発
ス
キ
ー
ム
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民
間
事
業
に
公
共
事
業
の
装
い
を
凝
ら

す
、奇
妙
な
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」

ま
た「
開
発
手
法
の
考
え
方（
土

地
計
画
整
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
）」

と
い
う
項
目
に
は
、
文
字
通
り
東

松
山
市
が
葛
袋
地
区
の
開
発
手
法

を
土
地
区
画
整
理
事
業
に
位
置
づ

け
る
こ
と
で
生
じ
る
メ
リ
ッ
ト
が

い
く
つ
か
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

東
松
山
市
が
同
地
区
開
発
を
土

地
区
画
整
理
事
業
と
位
置
づ
け
た

の
は
09
年
３
月
。
つ
ま
り
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
と
大
栄
不
動
産
と
の
間

で
土
地
売
買
が
合
意
し
て
か
ら

８
ヶ
月
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
市
が
、
土
地
購
入
者
（
開

発
業
者
）
で
あ
る
大
栄
不
動
産
か

ら
、
同
地
区
の
地
権
の
提
供
を
う

先
の
09
年
10
月
2
日
に
行
わ
れ

た
会
派
代
表
者
会
議
で
は
「
葛
袋

開
発
計
画
案
」
と
題
さ
れ
た
カ

ラ
ー
刷
り
の
資
料
が
配
付
さ
れ
た
。

こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
「
東
松
山
ビ

ジ
ョ
ン
・
第
４
次
東
松
山
市
基
本

構
想
」
が
06
年
か
ら
15
年
に
わ
た

り
策
定
さ
れ
て
お
り
、
葛
袋
地
域

を
「
産
業
・
沿
道
系
ゾ
ー
ン
」
に

位
置
づ
け
、「
葛
袋
地
区
の
セ
メ

ン
ト
原
料
採
掘
地
に
つ
い
て
は
、

土
地
の
規
模
や
地
形
を
生
か
し
有

効
な
活
用
を
推
進
し
ま
す
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
と
あ
わ
せ
、
本
紙
が

調
べ
た
計
画
の
具
体
的
な
経
緯
は

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
お
い
て
、
市
議
会

の
議
決
を
一
度
も
経
て
い
な
い
こ

と
は
先
述
の
通
り
だ
。

ま
た
「
計
画
案
」
に
は
開
発
ス

キ
ー
ム
図
が
示
さ
れ
、
地
権
者
の

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
、
開
発
業
者
の

大
栄
不
動
産
が
そ
れ
ぞ
れ
「
土
地

売
買
」
の
矢
印
で
結
ば
れ
て
い
る
。

誰
が
見
て
も
一
目
瞭
然
の
「
民
間

土
地
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
」
だ
。

こ
の
土
地
取
引
に
対
し
東
松

山
市
が
直
接
的
に
関
与
し
て
い

る
の
は
、
た
だ
大
栄
不
動
産
と

の
「
事
業
計
画
調
整
」（
関
係
機

関
調
整
、
事
務
的
・
技
術
的
支

援
、
区
域
外
イ
ン
フ
ラ
整
備
）
の

み
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
土
地
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
東
松
山
市
の
存
在

意
義
と
は
「
そ
の
土
地
が
、
た
ま

た
ま
東
松
山
市
内
に
あ
っ
た
」
と

い
う
関
係
で
し
か
な
い
。

葛
袋
地
区
開
発
で
い
え
ば
「
東

松
山
市
が
粘
土
セ
メ
ン
ト
採
掘
場

跡
地
に
関
す
る
地
権
を
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
か
ら
買
収
し
」、「
そ
の
市

所
有
の
土
地
に
対
し
大
栄
不
動
産

が
開
発
を
請
け
る
」
こ
と
で
、
民

間
活
力
を
生
か
し
た
土
地
区
画
整

理
事
業
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い

の
か
。

国
土
交
通
省
の
「
土
地
区
画
整

理
事
業
指
針
」
が
示
す
「
民
間
活

力
を
活
か
し
た
土
地
区
画
整
理
事

業
の
活
用
促
進
」
と
は
、「
既
成

市
街
地
で
行
わ
れ
る
民
間
事
業
者

等
主
体
の
土
地
区
画
整
理
事
業
」

に
関
し
て
、
で
あ
る
。
同
指
針
は
、

大
規
模
低
未
利
用
地
を
活
用
し
た

都
市
拠
点
開
発
に
お
い
て
「
積
極

的
に
資
金
面
で
の
助
成
や
税
制
面

で
の
支
援
策
の
適
用
を
検
討
す
る
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交
省
が
い
う
「
助
成
や
税
制
面
で

の
支
援
策
」
と
は
、
そ
の
意
味
か

ら
も
目
的
か
ら
も
異
な
る
性
質
の

行
為
で
は
な
い
の
か
。

生
ま
れ
た
森
田
市
長
は
１
９
７
７

年
（
昭
52
年
）、
父
親
と
と
も
に

東
松
山
測
量
設
計
㈱
を
設
立
。

現
在
、
同
社
は
弟
の
森
田
昭
也

氏
が
社
長
を
つ
と
め
て
お
り
、
ま

た「
森
田
光
一
測
量
登
記
事
務
所
」

「
㈲
モ
リ
タ
測
量
設
計
」
を
親
族

が
経
営
し
て
い
る
。
兄
弟
揃
っ
て

東
松
山
に
お
け
る
測
量
業
界
の
大

御
所
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
川
島
町
の
「
川
島
イ

ン
タ
ー
産
業
団
地
」
や
小
川
町
の

開
発
を
め
ぐ
る
測
量
業
務
を
も
、

こ
れ
ま
で
請
け
て
い
た
実
績
と
経

験
が
あ
っ
た
。

で
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
い
き
な
り

「
大
栄
不
動
産
」
が
出
て
く
る
の

だ
ろ
う
か
。

複
数
の
取
材
先
が
本
紙
に
明
言

し
た
の
は
、
山
口
泰
明
前
衆
議
院

議
員
の
関
与
だ
っ
た
。

「
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
土
地
に
関

し
て
は
、
も
と
も
と
某
準
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
が
購
入
を
希
望
し
て
い

る
。
朝
日
新
聞
き
っ
て
の
敏
腕
記

者
と
し
て
知
ら
れ
た
鈴
木
氏
は

２
０
０
６
年
12
月
17
日
、
東
京
湾

に
浮
か
ぶ
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ

れ
「
自
殺
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

亡
く
な
る
直
前
ま
で
追
及
し
、

死
の
翌
日
に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
最

後
の
記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
「
り

そ
な
銀
行
、
自
民
党
へ
の
融
資

残
高
３
年
で
10
倍
」。
大
手
銀
行

が
政
治
献
金
を
自
粛
す
る
一
方

で
、
２
０
０
３
年
当
時
の
小
泉
政

権
に
よ
る
公
的
資
金
投
入
で
救
済

さ
れ
た
り
そ
な
銀
行
だ
け
が
、
自

民
党
に
多
額
の
融
資
を
行
っ
て
い

た
、
と
い
う
ス
ク
ー
プ
記
事
だ
っ

た
。
ま
た
３
大
メ
ガ
バ
ン
ク
が
自

民
へ
の
献
金
再
開
を
準
備
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
献
金
が
り
そ
な
融

資
の
穴
埋
め
資
金
と
な
る
図
式
を

も
解
説
。
り
そ
な
が
事
実
上
「
自

民
党
の
私
有
銀
行
」
と
化
し
て
い

る
疑
惑
に
つ
い
て
も
記
事
は
触
れ

て
い
た
。

り
そ
な
銀
行
が
「
埼
玉
県
民
銀

行
構
想
」
も
浮
上
す
る
ほ
ど
、
名

実
と
も
に
埼
玉
の
有
力
地
域
金
融

機
関
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

い
っ
ぽ
う
武
州
ガ
ス
会
長
の
原

宏
氏
（
元
埼
玉
県
公
安
委
員
長
）

を
叔
父
に
持
ち
、
埼
玉
医
科
大
学

顧
問
で
も
あ
る
山
口
泰
明
元
代
議

士
は
、
埼
玉
10
区
を
地
盤
と
し
、

２
０
０
８
年
に
は
自
民
党
埼
玉
県

総
支
部
連
合
会
会
長
を
も
つ
と
め

た
経
験
を
持
つ
、
埼
玉
の
有
力
代

議
士
で
あ
っ
た
。

山
口
元
代
議
士
に
と
っ
て
、
葛

袋
開
発
計
画
に
と
も
な
う
イ
ン
フ

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
る
。

だ
が
葛
袋
の
当
該
地
は
既
成
市

街
地
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
が
目
指
す
の
も
「
産
業
・
治
道

系
ゾ
ー
ン
」
だ
。
は
た
し
て
都
市

拠
点
と
い
え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
市
は
当
該
地
へ
の
税
金
投
入

を
「
投
資
」
と
称
し
て
い
る
。
国

「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
メ
リ
ッ
ト
は

「
大
栄
不
動
産
支
援
の
た
め
」
か
？

近
隣
住
民
か
ら
、市
に
住
環
境
整
備
を
要
求
す
る
声
も

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
に
対
す
る
市
の
「
協
力
要
請
」
と
は

「
大
栄
不
動
産
に
売
却
し
て
ほ
し
い
」
？

背
後
に
蠢
く
「
森
田
光
一
市
長
と
山
口
泰
明
元
代
議
士
」
？

地
方
債
の
か
ら
く
り
と
朝
日
の
敏
腕
記
者
が
命
と
引
き
替
え
に
書
い
た

「
り
そ
な
銀
行
、自
民
党
へ
の
融
資
残
高
３
年
で
10
倍
」

た
。
ゼ
ネ
コ
ン
側
は
当
該
地
の
あ

る
選
挙
区
を
地
盤
と
す
る
有
力
政

治
家
と
し
て
、
当
時
、
自
民
党
埼

玉
県
支
部
連
合
会
会
長
だ
っ
た
山

口
前
代
議
士
に
相
談
し
た
。
ま
だ

自
民
党
は
与
党
の
座
に
就
い
て
い

た
。
ゼ
ネ
コ
ン
側
の
意
向
を
聞
い

て
、
山
口
前
代
議
士
は
『
わ
か
っ

た
』
と
そ
の
場
で
は
了
承
し
た
。

だ
が
山
口
前
代
議
士
は
そ
の
ま
ま
、

話
を
大
栄
不
動
産
に
持
っ
て
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
」

東
松
山
市
が
葛
袋
開
発
を
「
土

地
区
画
整
理
事
業
」
と
位
置
づ
け

る
こ
と
自
体
、
妥
当
性
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
市

は
葛
袋
開
発
計
画
案
に
わ
ざ
わ
ざ

「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
メ
リ
ッ

ト
」
と
、
あ
た
か
も
言
い
訳
で
も

す
る
か
の
よ
う
な
項
目
を
記
載
し

た
の
だ
ろ
う
。

言
い
訳
め
い
た
記
載
と
い
え
ば
、

「
地
元
へ
の
説
明
状
況
」
も
同
様
。

市
は
09
年
（
平
成
21
年
）
３
月
28

日
と
6
月
13
日
の
２
回
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
住
民
約
50
人
に
対
し
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。
３
月
の
説

明
会
に
は
市
政
策
財
政
部
３
名
に

く
わ
え
大
栄
不
動
産
か
ら
１
名
が
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
区
画
整
理
事

業
実
施
と
、
開
発
事
業
者
が
大
栄

不
動
産
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
ま

た
6
月
に
は
市
政
策
財
政
部
３
名

と
建
設
部
４
名
が
ア
ク
セ
ス
道
路

の
線
形
や
測
量
調
査
の
着
手
と
現

地
立
ち
入
り
等
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
の
だ
が
、
結
果
に
記
さ
れ

て
い
る
の
は
「
と
く
に
反
対
意
見

な
し
」。
説
明
会
に
参
加
し
た
地

元
住
民
約
50
人
は
、
地
権
者
で
は

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
地

元
住
民
か
ら
近
隣
の
住
環
境
整
備

を
市
に
対
し
要
求
す
る
声
が
出
始

め
て
い
る
」（
東
松
山
市
政
消
息

筋
）
と
い
う
。

民
間
所
有
の
土
地
を
民
間
が
開

発
す
る
の
だ
か
ら
、
本
来
は
開
発

業
者
、
す
な
わ
ち
大
栄
不
動
産
が

や
る
べ
き
こ
と
だ
。
だ
が
「
土
地

区
画
整
理
事
業
」
に
位
置
づ
け
て

し
ま
う
と
、
こ
う
し
た
混
乱
も
生

じ
る
。

何
度
も
繰
り
返
す
が
、
葛
袋
地

区
開
発
は
民
間
地
権
者
か
ら
民
間

企
業
が
土
地
を
購
入
し
て
開
発
す

る
民
間
土
地
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
。
公

共
事
業
で
は
あ
り
得
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る
で
公

共
事
業
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
市

は
こ
の
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
に「
投
資
」

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

市
議
会
の
議
決
を
た
だ
の
一
度

も
経
る
こ
と
な
く
…
。

「
早
い
話
、
葛
袋
地
区
開
発
に
市

が
首
を
突
っ
込
め
ば
、
測
量
屋
に

ガ
ス
業
者
、
潤
う
連
中
が
い
る
か

ら
だ
」

東
松
山
市
政
に
精
通
す
る
別
の

人
物
は
、
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
そ

う
語
る
。

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
1

月
の
、
市
に
よ
る
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
へ
の
「
協
力
要
請
」
と
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
ろ
う
か
。
市
が
説
明
す
る
よ
う

に
、
単
に
「
工
業
系
の
土
地
利
用

を
図
り
た
い
」
と
い
う
希
望
を
伝

え
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
人
物
は
、
こ
の
と
き
「
東

松
山
市
の
某
職
員
が
、
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
側
に
対
し
大
栄
不
動
産
を

紹
介
し
つ
つ
、
市
側
の
意
向
を
伝

え
た
。
森
田
元
埼
玉
県
議
（
現
東

松
山
市
長
）も
一
緒
に
交
渉
し
た
」

の
だ
と
い
う
。

「
東
松
山
元
気
創
造
計
画
」
を
公

約
に
掲
げ
２
０
１
０
年
8
月
、
東

松
山
市
長
に
初
当
選
し
た
森
田
市

長
は
埼
玉
県
議
会
議
員
を
２
期
つ

と
め
て
い
る
。
東
松
山
市
高
坂
に

こ
う
し
た
断
片
的
な
情
報
か
ら

お
ぼ
ろ
げ
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

「
大
栄
不
動
産
」
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
、「
山
口
泰
明
前
代
議

士
→
東
松
山
市
某
職
員
（
プ
ラ
ス

森
田
元
県
議
）
→
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
に
要
請
」
と
い
う
流
れ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能

性
だ
。

ま
た
当
時
の
坂
本
市
長
が
こ
の

開
発
計
画
に
「
乗
り
気
で
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
話
も
、
こ
の
可

能
性
を
傍
証
す
る
。
坂
本
前
市
長

と
山
口
元
代
議
士
と
は
、
い
わ
ば

犬
猿
の
仲
な
の
だ
。

大
栄
不
動
産
株
式
会
社
と
は

１
９
５
０
年
に
設
立
さ
れ
た
、
埼

玉
銀
行
（
現
り
そ
な
銀
行
）
系
の

不
動
産
会
社
だ
。

さ
き
に
、
同
開
発
に
か
か
る
事

業
費
内
訳
に
、
１
億
７
千
万
円

の
「
起
債
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
お
伝
え
し
た
。
自
治
体

が
発
行
す
る
地
方
債
は
た
い
て

い
の
場
合
、
地
域
の
金
融
機
関

が
引
き
受
け
る
。
ま
た
地
方
債

は
、
い
わ
ゆ
る
「
暗
黙
の
政
府
保

証
」
と
呼
ば
れ
る
3
つ
の
制
度

（
元
利
償
還
に
対
す
る
国
の
財
源

保
障
・
起
債
許
可
制
度
・
地
方
財

政
再
建
制
度
）
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
一
定
の
起
債
の
制
限
措
置
が

あ
り
、
な
お
か
つ
政
府
が
償
還
に

つ
い
て
の
財
源
を
保
証
し
て
い
る

た
め
、
地
方
債
に
は
信
用
力
が
あ

る
。つ

ま
り
…
葛
袋
開
発
計
画
の
費

用
捻
出
の
た
め
に
東
松
山
市
が
起

債
す
れ
ば
、
地
域
の
銀
行
が
引
き

受
け
る
。
市
の
地
方
債
で
あ
り
、

な
お
か
つ
東
松
山
市
の
財
政
力
は

さ
い
た
ま
市
な
ど
と
較
べ
て
弱
い

た
め
、
利
回
り
が
高
め
に
設
定
さ

れ
る
。
ま
た
仮
に
東
松
山
市
が
夕

張
市
の
よ
う
に
破
綻
し
た
と
こ
ろ

で
、
政
府
が
償
還
を
保
証
し
て
い

る
た
め
、
金
融
機
関
が
責
任
を
負

う
こ
と
は
な
い
。
要
す
る
に
地
域

の
銀
行
に
と
っ
て
は
、
お
得
な
話

な
の
だ
。

こ
の
地
域
銀
行
を
「
埼
玉
り
そ

な
銀
行
」
と
仮
定
し
よ
う
。
す
る

と
こ
の
お
得
感
は
倍
増
す
る
。
な

ぜ
な
ら
傘
下
の
不
動
産
企
業
が
手

が
け
る
開
発
行
為
に
際
し
、
東
松

山
市
が
「
自
分
か
ら
借
金
し
て
ま

で
」
費
用
を
投
入
し
て
く
れ
る
、

と
い
う
の
だ
か
ら
。

「
大
栄
不
動
産
上
層
部
に
い
る
A

氏
が
働
き
か
け
た
の
だ
。
A
氏
は

元
り
そ
な
銀
行
の
某
支
店
長
だ
っ

た
人
物
だ
」（
東
松
山
市
消
息
筋
）

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
土
地
売
却

先
と
し
て
大
栄
不
動
産
を
持
ち
出

し
た
の
が
山
口
元
代
議
士
だ
っ
た
、

と
い
う
話
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
「
不
審
死
」
を
思
い
出
す
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な

い
。
朝
日
新
聞
論
説
委
員
の
故
・

鈴
木
啓
一
氏
（
享
年
48
歳
）
で
あ



行　政　調　査　新　聞 （4）平成23年11月号

行政調査新聞では
市民の皆様からの投書、投稿を募集して
います。郷土・埼玉への建設的ご意見を
お待ちしております

〒350-1103　埼玉県川越市霞ヶ関東 3-8-13
行　政　調　査　新　聞　社
TEL 049（237）5431　FAX 049（237）5432

200万人の読者が見ています！
ビッグニュースが盛り沢山

「インターネット行政調査新聞」
http : //www.gyouseinews.com/

ラ
整
備
が
自
ら
関
係
す
る
武
州
ガ

ス
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
と
な
る

の
は
明
ら
か
だ
。
の
み
な
ら
ず
、

彼
が
葛
袋
地
区
の
土
地
購
入
先
と

し
て
大
栄
不
動
産
を
「
強
力
に
推

薦
」
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

巨
額
の
献
金
を
し
て
く
れ
た
埼
玉

り
そ
な
銀
行
に
対
す
る
、
元
代
議

士
の
恩
返
し
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
て
再
質
問
す
る
と
、
市
側
は
、

「
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
民
間

の
不
動
産
取
引
で
あ
り
、
市
で
は

承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
事
業
者

か
ら
の
具
体
的
な
数
字
の
提
示
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い

る
こ
と
だ
。

市
側
は
認
め
た
が
ら
な
い
だ
ろ

う
が
、
市
の
開
発
担
当
職
員
が
企

業
誘
致
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
計
画
に
関
心
を
持

つ
市
民
の
多
く
に
と
っ
て
い
わ
ば

公
然
の
秘
密
。
む
し
ろ
営
業
活
動

を
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
市
政

策
財
政
部
政
策
推
進
課
の
企
業
誘

致
担
当
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
、

と
い
う
疑
問
さ
え
生
じ
る
。
現

在
「
き
ら
め
き
市
民
大
学
」
の
幹

部
を
つ
と
め
る
元
市
職
員
Ｂ
氏
も
、

職
員
時
代
に
議
会
事
務
局
長
ポ
ス

ト
を
つ
と
め
る
以
前
は
企
業
誘
致

の
担
当
で
あ
り
、
い
ま
な
お
森
田

市
長
と
昵
懇
の
関
係
に
あ
る
、
と

い
う
。

り
そ
な
銀
行
Ｏ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、

企
業
誘
致
に
熱
心
な
人
材
は
要
所

ご
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

販
売
価
格
も
知
ら
ず
に
、
誘
致

候
補
企
業
に
対
し
「
価
格
は
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
が
買
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
営
業
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、「
優
良
企
業
の
誘
致
に

勝
利
」
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
の

は
、
子
ど
も
で
も
わ
か
る
。

「
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お

そ
ら
く
坪
単
価
で
葛
袋
は
15
万
円
、

西
吉
見
は
13
万
円
だ
ろ
う
」

（
同
消
息
筋
）

な
け
れ
ば『
議
会
で
承
認
さ
れ
た
』

と
い
う
形
が
既
成
事
実
化
し
て
、

こ
の
市
民
合
意
を
無
視
し
た
計
画

が
着
々
と
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

開
発
計
画
案
に
は
、
市
の
支
出
予

定
額
と
し
て
『
企
業
誘
致
条
例
に

よ
る
奨
励
金
と
し
て
1
社
あ
た
り

固
定
資
産
税
相
当
額
を
3
年
間
補

助
す
る
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

で
は
そ
の
補
助
相
当
額
は
何
年
で

回
収
で
き
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
す
ら
、
市
側
は
明
確
な
回

答
が
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
開

発
計
画
を
再
考
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス

は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
市
議

全
員
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
意

識
に
も
か
か
っ
て
い
ま
す
し
、
ひ

い
て
は
市
民
の
意
思
、
民
意
な
の

で
す
」

民
間
土
地
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
に
公

的
資
金
を
投
入
す
る
、
と
い
う
東

松
山
市
の
異
常
な
計
画
を
、
市
民

合
意
を
無
視
し
、
議
決
す
ら
経
ず

に
進
め
て
き
た
こ
と
と
、ま
た「
過

当
な
資
本
投
下
で
企
業
誘
致
に
打

ち
勝
つ
」
と
い
う
市
の
経
済
オ
ン

チ
的
発
想
と
は
、
こ
の
開
発
計
画

自
体
の
再
検
討
を
迫
る
の
に
十
分

な
理
由
だ
ろ
う
。
ま
た
東
松
山
市
、

ひ
い
て
は
「
埼
玉
10
区
」
に
根
深

く
巣
く
う
、
地
域
金
融
機
関
と
政

治
家
と
の
関
係
は
市
民
社
会
に
供

す
る
ど
こ
ろ
か
、
根
深
い
腐
敗
以

外
の
何
物
で
も
な
い
。
市
民
社
会

が
腐
敗
物
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
。

現
在
進
行
中
の
「
葛
袋
開
発
計

画
」
は
、
東
松
山
市
議
諸
氏
が
、

市
議
会
の
威
厳
を
持
っ
て
、
市
行

政
側
に
再
検
討
を
迫
ろ
う
。
■

「
企
業
誘
致
営
業
」
に
精
を
出
す
市
側
の
９
月
議
会
答
弁︵
詭
弁
︶

「
民
間
の
不
動
産
取
引
で
あ
り
市
は
販
売
価
格
を
知
り
ま
せ
ん
」

坪
単
価
は
葛
袋
15
万
円
、西
吉
見
13
万
円
？

現
在
、
東
松
山
市
は
葛
袋
開
発

計
画
に
際
し
、
開
発
担
当
職
員
が

さ
か
ん
に
市
独
自
の「
営
業
活
動
」

を
行
っ
て
い
る
。
東
松
山
市
職
員

は
い
つ
か
ら「
に
わ
か
不
動
産
屋
」

に
な
っ
た
と
い
う
の
か
。

「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
を
利
用

し
て
開
発
担
当
職
員
が
さ
か
ん
に

企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

だ
が
土
地
の
単
価
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
…
と
い
う
よ
り
職
員
は

『
知
ら
な
い
』。
つ
ま
り
『
価
格
は

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
買
っ
て
く

だ
さ
い
』
と
言
っ
て
い
る
の
と
同

じ
だ
。
そ
も
そ
も
百
戦
錬
磨
の
不

動
産
営
業
マ
ン
の
世
界
で
市
職
員

に
何
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
営

業
活
動
を
し
て
い
る
職
員
の
給
料

は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
。
あ
る
い

は
仮
に
１
社
誘
致
で
き
た
ら
、
職

員
に
い
く
ら
か
の
裏
金
が
入
る
と

で
も
い
う
の
か
…
。
い
や
実
際
、

お
そ
ら
く
そ
の
手
の
裏
金
は
存
在

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」（
市
消
息

筋
）

「
り
そ
な
銀
行
Ｏ
Ｂ
が
埼
玉
県
の

企
業
誘
致
担
当
課
に
2
人
い
る
。

彼
ら
が
埼
玉
県
に
来
る
企
業
の
、

い
わ
ば
捌
き
の
窓
口
だ
。
だ
が
堅

実
な
企
業
誘
致
は
ま
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
は
ず
だ
」（
別
の
市
消
息

筋
）

実
際
の
と
こ
ろ
、
同
計
画
が
審

査
さ
れ
る
の
は
来
年
６
月
の
都
市

計
画
審
議
会
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

は
審
査
パ
ス
を
見
込
ん
で
の
企
業

誘
致
活
動
と
し
か
な
り
得
ず
、
い

わ
ゆ
る
「
地
に
足
の
つ
い
た
」
営

業
活
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
だ

ろ
う
。

さ
る
９
月
議
会
の
一
般
質
問
で

松
坂
喜
浩
市
議
は
、
葛
袋
開
発
計

画
を
め
ぐ
る
３
つ
の
質
問
（
事
業

認
可
に
つ
い
て
・
基
本
協
定
書
の

詳
細
と
代
表
者
会
議
へ
の
報
告
だ

け
で
済
ま
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
・
開
発
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）
を

行
い
、
政
策
財
政
部
長
が
答
弁
し

た
。答

弁
に
よ
れ
ば
、

—

葛
袋
地
区
の
都
市
計
画
決
定
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
来
年
７
月
に

市
街
化
編
入
を
は
じ
め
、
関
連
す

る
都
市
計
画
の
決
定
と
変
更
手
続

き
が
完
了
。
全
体
の
事
業
完
成
時

期
は
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

の
年
度
末
を
め
ど
に
し
て
い
る
。

—

開
発
事
業
者
と
の
基
本
協
定
書

は
今
年
9
月
12
日
、
開
発
事
業
者

で
あ
る
東
松
山
葛
袋
開
発
株
式
会

社
（
大
栄
不
動
産
の
持
分
法
適
用

関
連
会
社
）
と
東
松
山
市
間
で
締

結
。
そ
の
内
容
は
原
則
、
地
区
内

と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
図
書
作
成

等
を
開
発
事
業
者
が
、
ま
た
地
区

外
を
東
松
山
市
が
費
用
負
担
す
る
。

と
い
う
。

だ
が
ま
っ
た
く
納
得
で
き
な
い

の
は
、「
こ
の
事
業
は
、
単
な
る

民
間
事
業
と
は
異
な
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
企
業
誘
致
を

図
る
も
の
で
す
。
市
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
開
発
事
業
者
と
の
協
力

と
役
割
分
担
の
も
と
に
、
一
定
の

環
境
整
備
の
た
め
の
資
本
投
下
は

必
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
中
略
）
優
良
企
業
の
誘
致
に
勝

利
す
る
た
め
に
は
一
定
の
費
用
負

担
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
」
と
い
う
市
側
の
主
張
だ
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
同
一
の
県
土
整

備
事
務
所
管
内
の
開
発
事
業
で
あ

る
西
吉
見
の
開
発
に
対
し
、
吉
見

町
は
１
円
の
資
本
投
下
も
行
わ
な

い
の
か
。
な
ぜ
東
松
山
市
だ
け
が

葛
袋
の
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
起
債

含
め
2
億
６
千
万
円
も
投
下
す
る

の
か
。
民
間
事
業
へ
の
過
当
な
公

的
資
本
投
下
で
「
企
業
誘
致
に
打

ち
勝
と
う
」
と
す
る
考
え
方
そ
れ

自
体
が
、
自
治
体
と
し
て
、
あ
る

い
は
経
済
効
果
の
面
か
ら
も
、
妥

当
な
も
の
と
は
到
底
言
い
が
た
い
。

さ
ら
に
笑
止
千
万
な
の
は
、
同

市
議
が
当
該
地
の
販
売
価
格
に
対

市
民
合
意
を
無
視
し
た
「
葛
袋
開
発
計

画
」
は
、直
ち
に
再
検
討
せ
よ
！

大
栄
不
動
産
の
ウ
�
ブ
サ
イ
ト

に
あ
る
「
東
松
山
葛
袋
産
業
団
地

事
業
案
内
」
に
よ
れ
ば
、
葛
袋
開

発
計
画
の
一
区
画
は
す
で
に
販
売

済
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
埼
玉
を
お

も
な
拠
点
と
す
る
ス
ー
パ
ー
「
ヤ

オ
コ
ー
」
が
配
送
セ
ン
タ
ー
用
途

に
購
入
し
た
区
画
だ
。
す
で
に
販

売
済
み
区
画
が
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
市
側
は
都
市
計
画
審

議
会
で
の
審
査
を
何
と
し
て
で
も

パ
ス
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

だ
が
何
度
も
繰
り
返
し
た
と
お

り
、
こ
の
計
画
は
一
度
も
、
議
会

に
よ
る
議
決
を
経
て
い
な
い
。
９

月
議
会
答
弁
に
お
い
て
市
側
は

「
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
取
組
み
当
初
よ
り
議
会
へ
報
告

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
平
成
21
年
10
月
の
議
会
全
員
協

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
葛
袋
開
発

計
画
案
と
し
て
事
業
ス
キ
ー
ム
に

つ
い
て
も
お
示
し
、
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
報
告
」

に
過
ぎ
な
い
。

あ
る
市
議
は
、
本
紙
の
取
材
に

対
し
こ
う
証
言
し
た
。

「
平
成
21
年
10
月
に
、
確
か
に
議

会
説
明
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

い
き
な
り
事
業
の
流
れ
を
大
ま
か

に
説
明
し
た
だ
け
で
、
議
決
を
経

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
場

で
市
議
の
誰
か
ら
も
反
論
す
ら
で


